
ＳＳＨ 大沼環境調査事前学習 教科横断型授業 

～生物基礎・世界史Ａ・コミュニケーション英語Ⅰ～ 

 

目  的 大沼環境調査へ行く前に、身近な存在である大沼について各教科の授業を通して学び、大

沼での学習に対する基本的知識を習得する。 

 

実施期間 令和２年６月８日（月）～６月２２日（月） 

 

担当教員 生物基礎：関崎淳二 世界史Ａ：尾村晃治・小松崎崇  

コミュニケーション英語Ⅰ：輿水飛鳥・弦木裕・木村圭祐 

 

＜生物基礎＞ 

●実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生物の多様性と生態系＞ 

１．植生の多様性と遷移 

  ・身近に見られるさまざまな植生 

  ・森林植生の階層構造と多様な光環境 

  ・落葉性と常緑性 

  ・植生と土壌の関係 

２．植生の遷移 

  ・一次遷移の初期 

  ・遷移のしくみ 

  ・極相 

  ・二次遷移 

＜バイオームとその分布＞ 

１．気候とバイオーム 

  ・バイオーム 

２．陸上のバイオーム 

  ・バイオームの分布と気候要因 

  ・日本のバイオーム 

＜生態系とその保全＞ 

１．生態系とエネルギーの流れ 

  ・生態系の成り立ち 

  ・生命活動による熱エネルギーの発生 

  ・生態系を流れるエネルギー 

２．生態系での物質の循環 

  ・炭素の循環 

  ・窒素の循環 

  ・湖沼の富栄養化 



●学習成果と反省など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜世界史Ａ＞ 

●実施内容 

＜コミュニケーション英語Ⅰ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学習成果と反省など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．大沼の形成過程について（地理的学習） 

駒ヶ岳の噴火と堰止め湖について地理的に触れる 

中学時の既習内容や現在持っている知識を確認する 

２．地名の由来について 

３．「大沼」が登場する資料について（歴史的学習） 

   『蝦夷紀行』・松浦武四郎 『蝦夷日誌』の紹介 

   松浦武四郎の業績について簡単に触れる 

４．ラムサール条約の指定について（公民的学習） 

   ラムサール条約について 

   現在の大沼の環境問題について（産業の発展から） 

５．七飯町の産業とガルトネルの業績について（地理的学習） 

    

１．中学時の地域学習や、総合的な学習とつながりを持った学習までは意図できなかった。 

２．実際に大沼へと調査に向かった際に、地理的・歴史的事象と、英語での学習での成果を 

  思い出して、多面的に大沼を見られたかどうか、生徒の思考を追う必要がある。 

３．高校１年次の初期段階であるので、興味関心を持たせることができれば、主体的学習へとつな

がりやすいと考える。 

３．生態系のバランスと保全 

  ・生態系の復元力 

  ・キーストーン種と生態系のバランス 

  ・人間生活による生態系のバランスの乱れ 

  ・地球の温暖化 

  ・里山の生態系 

  ・干潟の生態系 

４．生物多様性の保全 

  ・生物種の絶滅 

  ・外来生物の問題と自然の再生  左記の内容が新型コロナウイルスによる 

  ・遺伝的撹乱                休校で扱うことができなかった。 



＜コミュニケーション英語Ⅰ＞ 

●実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学習成果と反省など 

 

 

 

 

１．大沼に関する調査 

 ・５つのカテゴリーの中から１つを選定 

  １．自然（動植物など） ２．地理と地質 ３．歴史 

  ４．観光  ５．食べ物（大沼だんごは除く） 

 ・ウェブサイトや他教科のハンドアウトを参照し、調査を開始 

 

２．プレゼンテーションの準備 

 ・調べた内容について英語で記述 

 ・A3版のポスターを作成 

 ・原稿のネイティブチェック 

 ・グループ内での原稿読み合わせと練習 

  

３．大沼についてプレゼンテーション 

 ・５つのカテゴリーのプレゼンテーション 

 ・生徒間での英語による質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他教科で学習したことをベースに調べ学習を進め、より深く大沼を知ることができた。 

・調べ学習の時間が足りず、質疑応答で出された質問に答えることができない場面があった。 

・大沼環境調査に対する目的意識が調べ学習を通して明確になった。 

・ソーシャルディスタンスの確保のため、体育館や複数の教室にてプレゼンを実施した。 

 

 

 

call 教室での

プレゼン 

ポスター制作

の様子 

生徒同士によ

る質疑応答 

普通教室でのプ

レゼン 体育館でのプ

レゼン 



●アンケート結果集計 

 

Ｑ１．大沼（公園）について学ぶことについて 

１．興味がない ２．あまり興味がない ３．興味がある ４．とても興味がある 

  

 

 

Ｑ２．大沼の特徴：自然（地質・水質・動植物・生態系など）について 

 １．全く知らない ２．あまり知らない ３．知っている ４．大変よく知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．大沼の特徴：特産物について 

１．全く知らない ２．あまり知らない ３．知っている ４．大変よく知っている 
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１．全く知らない・２、あまり

知らないと回答した生徒が事

前学習前は 78％に上ったが、生

物基礎の授業や英語のプレゼ

ン活動を通して、大沼の生態系

の特徴、地質や地形の特徴など

を学習し、大沼の自然に関して

理解が深まっている。 

１．全く知らない・２、あまり

知らないと回答した生徒が事

前学習前は 64％に上ったが、英

語の調べ学習やプレゼンテー

ションを通して、大沼やその周

辺地域の特産品について学ぶ

ことができた。 

事前学習前後であまり数値に

変化がなかった。２週間という

短い期間で、３教科の授業で多

くの内容を扱ったため、情報過

多になった生徒もいたと考え

られる。横断型授業の終了後、

振り返りの時間を取り、大沼で

学ぶことを明確にするように

工夫が必要。 



Ｑ２．大沼の特徴：歴史（大沼ができた背景など）について 

１．全く知らない ２．あまり知らない ３．知っている ４．大変よく知っている 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．大沼の特徴：地理について 

１．全く知らない ２．あまり知らない ３．知っている ４．大変よく知っている 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３．英語で大沼について外国人に紹介することができる 

１．できない ２．かんたんな紹介はできる ３．内容・分野によってはできる ４．できる 
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１．全く知らない・２、あまり

知らないと回答した生徒が事

前学習前は 70％に上ったが、世

界史Ａの授業や英語の調べ学

習やプレゼンテーションを通

して、大沼やその周辺地域の歴

史について学びを深めること

ができた。 

１．全く知らない・２、あまり

知らないと回答した生徒が事

前学習前は 75％に上った。各教

科において地理的な特性につ

いても扱ったが、若干内容が難

しく、他のカテゴリーよりも事

前学習後の理解度の伸びが少

なかった。 

１．全く知らない・２、あまり知

らないと回答した生徒が事前学習

前は 82％に上った。特にできない

と回答した生徒が 4割を超えてお

り、活動前に困難を感じている生

徒が多かった。 

テーマ設定からプレゼンテーショ

ンまでの準備期間が１週間しかな

い中で、調べ学習を進め、英語で

プレゼンテーションをすることが

できた。プレゼン後には約半数の

生徒が分野・内容によっては外国

人に説明できると回答している。 



Ｑ４．生物基礎・世界史で学習したことを理解できた。 

１．できない ２．あまりできなかった ３．できた ４．大変よくできた 

 

 

Ｑ５．生物・世界史での学習したことを英語のプレゼンでさらに深めることができた。 

１．できなかった ２．あまりできなかった ３．できた ４．大変よくできた 

 

 

Ｑ６．事前学習を通して大沼環境調査に対するイメージが持てた 

１．持てなかった ２．あまり持てなかった ３．持てた ４．とても持てた 

 

 

6%

18%

63%

13%

生物基礎・世界史で

の事前学習理解度

1 2 3 4

6%

31%

44%

19%

生物・世界史での学習を英語

のプレゼンで深められたか

1 2 3 4

5%

19%

45%

31%

事前学習で大沼環境調査へ

のイメージが持てた

1 2 3 4

8 割近い生徒たちが両教科での事前学

習の内容を理解しており、大沼で学ぶ

意義を確認したり、興味を持った内容

について英語のプレゼンテーション製

作の際に自身で調べ、発表するなど、事

前学習で得た知識をベースにして、さ

らに学びを深めることができたと考え

られる。 

63%の生徒ができたと回答している。

プレゼンの５つのカテゴリーのうち２

つが、食べ物と観光地で、生物基礎や世

界史Ａでの学習内容と関連性が薄かっ

たため、できなかったと回答する生徒

も見受けられた。 

8割近い生徒が環境調査実施前に、身近な存

在であるが詳細な知識がなかった大沼につ

いて改めて深く学んだり、実際に大沼に環

境調査に行った際に学びたいことを明確に

することができた。半面イメージできなか

った・あまりイメージできなかったと回答

した生徒も 4 分の 1 おり、次回の事前学習

をする際の課題といえる。 



Ｑ７．大沼環境調査であなたが学んでみたいことがあれば書いてください（自由記述） 

・実験する機会はなかなかないと思うので、やり方や結果から何がわかるのか学んでみたい。 

・英語のNature班の発表で知った大沼の生物たちを見てみたいと思った。 

・大沼の水質の現状。数年前よりきれいか汚いか知りたい。 

・大沼の周辺住民の水質への意識について知りたい。 

・ヒシを実際に見てみたい。大沼を見てその水質を様々な器具を使ったり、実験することでしりたい 

・広さがどれくらいなのか、歩いたり船に乗ったりして知りたい。 

・今回インターネットを介して収集しきれなかった大沼の地理や生物について実際に現地に行くことで

学んでいきたい 

・英語のスピーチでは良い点だけを調べたので、次は以前の講演会できいたような問題点について学ん

でみたいと思った。 

・大沼には多様な生物がいるようなので、情報だけではなく、実際に見てしっかり学びたい。歴史につ

いては自ら調べたので記念碑などを探してみたい。 

・ガイドさんが話す内容なども、頭の中で全て英語では何というのか、考えながら学習したい。 

・自分が調べた歴史については、今の大沼に行ってもあまり知識を得られないが、こんなことがあった

のだなと思い出しながら調査したいと思う。 

・地質・水質について調べ、理解が深まったので、実際に行ってもっと詳しく知りたい。 

・英語で紹介したものを実際に大沼で見ることができるか確かめたい。 

・生物、世界史で学んだことや、英語で調べたことを実施に見て、さらに詳しく現地で調べたい。 

・富栄養化に興味を持ったので、深く学びたい。 

・今回調べなかた動植物などを見たい。歴史について調べたのでより深く大沼のこれからを考えたくな

った。 

・自然についてたくさん学べたので、実際に大沼に行ったときに探してみたいと思った。 

・ラムサール条約に指定された経緯についてもっと深く学びたい。 

・宇喜多秀夫が何者なのかわかっていないので、現地に行って何かわかるかどうか調べたい。 

・実際の大沼の汚染状況を、データをもとに考えてみたい。 

・大沼の環境を改善するために自分ができることが何か見つけたい。 

 

  



SSH大沼環境調査事前学習 教科横断学習 補足資料 

～コミュニケーション英語 プレゼンテーションで使用したポスター（生徒製作）～ 

 

●大沼の自然 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●大沼の地理 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●大沼の歴史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●大沼の観光 

 

 

  



●大沼の食べ物 

 

 


